
 地域連携活動 

 

２００５年４月に発足した「環東シナ海海洋環境資源研究センター」が設立 1 周年を記念して、環境

と資源の保全を訴える市民講演会を開催しました。題材をガラパゴスとするユニークな企画で、メデイア

でも取り上げられました。当日は講演会の他に、現地の自然・生き物・人などを紹介するパネル展示も開

かれました。 

環境と資源の保全に向けて 
—生物多様性の宝庫・ガラパゴスを例として− 

長崎大学環東シナ海海洋環境資源研究センター設立 1周年記念市民講演会 

 

ガラパゴスは言うまでもなく「生物進化論」発祥

の地です。特有の自然環境に適応して様々な生物が

独自の進化を遂げていることは多くの人々が知って

いることです。しかしながら残念なことにこの特異

な自然と生態系が人間社会の発達によって危機に直

面しています。それは環境資源としての自然、食糧

資源としての海洋生物の危機であり、それらを包括

する生態系存亡の危機ともいえます。 

「地球」を次世代に引き継ぐために私たちは何を

すべきかをガラパゴスから発信される情報を基に考

えて見ましょう。 

 

主催：長崎大学環東シナ海海洋環境資源研究センター、

長崎大学水産学部 

後援：長崎大学国際連携研究戦略本部、NPO 法人日本

ガラパゴスの会 

 

開催日時；3 月 11 日（土曜日）午後 1時〜5時 

開催場所；長崎大学総合教育研究棟多目的ホール 

 

内容； 

・基調講演 

「ガラパゴスはなぜ世界遺産になったのか」  

伊藤修三 

（長崎大学名誉教授・日本ガラパゴスの会会長） 

・ガラパゴス環境保全の今； Mr.Rueda O. Danny 

 (ガラパゴス国立公園局主任調査員) 

・特異なガラパゴスの海洋環境；    中田英昭 

（長崎大学水産学部教授） 

・豊かなガラパゴスの海洋生物；    三矢康彦 

（長崎大学名誉教授） 

・あえぐガラパゴスー人と生活；    松岡數充 

（長崎大学環東シナ海 

海洋環境資源研究センター教授） 

・ガラパゴスのエコツーリズムと環境教育；西原 弘 平成 18 年 3 月 9 日（木）付け 長崎新聞 

（サステイナブル・デザイン研究所代表） 
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「大村湾再生研究協議会（横山哲夫会長）」主催講演会 

 

開催日： 平成 17 年 9月 21 日 

講師： 小林信之（長崎大学大学院教授） 

演題： 微生物群集構造解析による環境変動の評価 

 

講演概要  五島、長崎半島、橘湾、諌早湾、大村湾

の 5つの海域の海泥から 1997 年に採取された海洋微

生物で構成される海洋微生物ライブラリーを用い、

16SrDNA の塩基配列解析により細菌の同定およびそ

の群集構造を解析した。 

 その結果、海域に存在する微生物を中心とした

Alpha-または Gamma−proteobacteria が、全体の細菌

に占める割合は、開放的な海域である五島、長崎半

島のそれぞれにおいて 71％と 58.4％を示した。閉鎖

的な海域である大村湾、橘湾、諌早湾においては、

それぞれ 25.2％、28.2％、43.2％であった。 

−方、陸域からの流入が中心であると考え

られる Bacilli の組成は大村湾、橘湾、諌早

湾においてそれぞれ、64.5％、62.3％、29.7％

であった。これに対し、五島や長崎半島のそ

れぞれの海域では 4.8％と 0.0％でした。

Bacilliの存在およびその海洋環境における

変動は主に地理構造的な閉鎖性と環境汚染 

レベルの 2 つの要因によって影響されると考えら

れる。従って、従来の環境評価指標である COD や BOD

法に比べ、海洋環境における Bacilli と海洋性細菌

の組成変化は新しい海洋環境変動の評価法として用

いうる可敵性が示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 17 年 9月 25 日 読売新聞 
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